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処方箋医薬品

以上

－  医薬品の適正使用に欠かせない情報です．必ずお読みください．－

｢使用上の注意」改訂のお知らせ

2022 年 6月

この度、標記製品の「使用上の注意」を改訂いたしましたので、お知らせ申し上げます。
本剤のご使用に際しましては、下記の改訂内容をご参照くださいますようお願い申し上げます。
改訂内容につきましては、医薬品安全対策情報（DSU）No.309 に掲載される予定です。

改 訂 前改 訂 後

11. 副作用
11.1 省略
11.2 その他の副作用

11. 副作用
11.1 省略
11.2 その他の副作用

処方箋医薬品

〈メルカゾール錠２．５ｍｇ、５ｍｇ、メルカゾール注１０ｍｇ〉

頻度不明
肝臓 AST上昇、ALT上昇等
皮膚 脱毛、色素沈着、瘙痒感、紅斑等
消化器 悪心・嘔吐、下痢、食欲不振等
精神神経系 頭痛、めまい、末梢神経異常等
過敏症注） 発疹、蕁麻疹、発熱等
筋・骨格 こむらがえり、筋肉痛、関節痛
血液 好酸球増多
その他 CK上昇、倦怠感、リンパ節腫脹、唾液腺
 肥大、浮腫、味覚異常（味覚減退を含む）

肝臓 AST上昇、ALT上昇等
皮膚 脱毛、色素沈着、瘙痒感、紅斑、多形紅斑等
消化器 悪心・嘔吐、下痢、食欲不振等
精神神経系 頭痛、めまい、末梢神経異常等
過敏症注） 発疹、蕁麻疹、発熱等
筋・骨格 こむらがえり、筋肉痛、関節痛
血液 好酸球増多
その他 CK上昇、倦怠感、リンパ節腫脹、唾液腺
 肥大、浮腫、味覚異常（味覚減退を含む）

改訂内容（　　　：改訂箇所）

～最新の添付文書はこちらから～

抗甲状腺剤
日本薬局方　チアマゾール錠

抗甲状腺剤
チアマゾール注

注）このような場合には他の薬剤に切り換えること。症状が軽い
場合は、抗ヒスタミン剤を併用し、経過を観察しながら慎重
に投与すること。

頻度不明

注）このような場合には他の薬剤に切り換えること。症状が軽い
場合は、抗ヒスタミン剤を併用し、経過を観察しながら慎重
に投与すること。


